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平成２２年度小矢部市人事行政の運営等の状況 

 

 小矢部市人事行政の運営等の状況の公表に関する条例（平成 17 年小矢部市条例第２号）第６条

の規定に基づき、平成 22 年度における小矢部市人事行政の運営等の状況について、次のとおり公

表します。 

 なお、一部項目については、平成 23 年４月１日現在の状況等を公表します。 

 

  平成 23 年 10 月 31 日               小矢部市長 桜 井 森 夫    

 

 

１ 職員の任免及び職員数に関する状況 

（１）職員数の状況（各年４月１日現在）                  （単位：人） 

職 員 数 
部門 区  分 

平成 22 年 平成 23年

対前年 

増減数 
主な増減理由 

議 会 5 5 0  

総務企画・税務 74 70 △4 事務見直し 

民生・衛生 101 98 △3 退職者不補充 

商工・労働 7 9 ２ 事務見直し 

農 林 水 産 14 15 1 事務見直し 

土 木 15 15 0  

一

般

行

政

部

門 

小 計 216 212 △4  

教 育 29 27 △2
図書館業務の一部民間委託 

 

消 防 38 0 △38 砺波地域消防組合への移行 

政
部
門 

特
別
行 

小 計 67 27  △40  

水道・下水道 13 13 0  

そ の 他 8 8 0  

会

計

部

門 

公
営
企
業
等 

小 計 21 21 0  

合     計 304 260 △44  

※ 職員数は一般職に属する職員数であり、地方公務員の身分を保有する休職者、派遣職員などを 

含み、臨時又は非常勤職員を除いています。 
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（２）定員適正化計画 

   市では簡素で効率的な行政を推進するため、平成16年度に策定した定員管理計画を見直し、

新たな定員管理計画を平成 22 年度に策定し、職員数の抑制に努め、適正な定員管理を行って

います。 

  ①定員適正化の目標 

    小矢部市行財政改革大綱において平成 17 年度から 10 年後の平成 26 年度に定数内職員数

300 人体制を定員管理の数値目標に掲げ、これを受け、小矢部市職員定員管理計画は、平成

17 年度から平成 22 年度までの６年間の計画を策定し、54 人の削減を計画し,これを 13 人上

回る 66 人の削減を実施しました。 

    平成 22 年度にこの計画を見直し、新たな定員管理計画を策定したところです。 

 

  ②定員管理計画の進捗状況（定数外職員を含む）         （各年４月１日現在） 

 

 平成 22 年 平成 23 年平成 24 年 平 成 25 年平成 26 年 計 

目 標 値   261 人 259 人 257 人 256 人  

職 員 数 304 人 260 人 -人 -人 -人  

対 前 年 比 (基準) △44 人 -人 -人 -人 △44 人 

 

  ≪前回の定員管理計画の実績（定数外職員を含む）≫   （各年４月１日現在） 

 

 平成 16 年 平成 17 年平成 18 年 平成 19 年平成 20 年 平成 21 年 平成 22 年 計 

目 標 値  362 人 358 人 348 人 332 人 321 人 316 人  

職 員 数 370 人 362 人 355 人 338 人 319 人 306 人  304 人  

対 前 年 比 (基準) △8 人 △7人 △17 人 △19 人 △13 人 △２人 △66 人

     

  ③適正化の手法 

   ・組織の統廃合 

   ・事務事業の見直し 

   ・指定管理者制度及び民間委託の推進 等 

（３）採用の状況（平成 22 年度） 

  ①市長部局等 ９名採用（競争試験９名） 

  ②消防本部  ２名採用（競争試験２名） 

  ※ 「市長部局等」には市長部局、教育委員会、議会事務局、監査委員事務局、農業委員会事務局、

公営企業を含みます。（以下同じ） 

（４）昇任の状況（平成 22 年度） 

  ①市長部局等 

   一般職員 28 名（部長：２名、次長：２名、室長：１名、課長：４名、課長補佐：７名、 

主査：12 名） 
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  ②消防本部等 

   消防職員 ４名（消防本部次長：１名、課長：１名、 課長補佐：２名） 

  ※（ ）内は昇任後の階層等毎に分類したもの 

（５）退職の状況（平成 22 年度） 

  ①市長部局等  ２１名退職 

  ②消防本部   ３８名退職 （砺波地域消防組合への移行） 

２ 職員の給与に関する事項 

（１）人件費の状況（普通会計決算） 

区 分 

住民基本 

台帳人口 

(H22.3.31) 

歳出額 

Ａ 
実質収支

人件費 

Ｂ 

人件費率 

(Ｂ／Ａ) 

（ 参 考 ）

21 年度の

人件費率 

人 千円 千円 千円 ％ ％
22 年度 

32,203 14,398,698 879,057 2,375,471 16.5 18.5 

  ※１ 普通会計とは、公営企業を除く市事業全般を行うための会計をいいます。 

※２ 人件費には、一般職員、幼稚園の教員、消防職員に支給される給与・共済費及び市長・議員

等に支給される給料・報酬等を含みます。 

 

（２）職員給与費の状況（普通会計予算） 

給  与  費 

区 分 
職員数 

Ａ 給 料 職員手当
期末・勤勉

手当 
計 Ｂ 

一人当たり 

給与費 

(B/A) 

人 千円 千円 千円 千円 千円 
23 年度 

232 926,256 150,553 298,473 1,375,282 5,928 

  ※１ 職員手当には、退職手当を含みません。 

  ※２ 給与費は、当初予算に計上された額です。 

（３）職員の平均給料月額、平均給与月額及び平均年齢の状況（平成 23 年４月１日現在） 

区 分 平均給料月額 平均給与月額 平均年齢 

一般行政職 326,437 円 390,366 円 44.9 歳 

技能労務職 288,844 円 309,335 円 51.3 歳 

  ※１ 「一般行政職」とは、税務職、看護・保健職、福祉職、企業職、教育職を除く職員です。（以

下同じ） 

  ※２ 平均給与月額とは、給料月額に扶養手当、住居手当、通勤手当、管理職手当、時間外勤務手

当等の諸手当を加えたものの平均月額です。 

（４）職員の初任給の状況（平成 23 年４月１日現在） 

小矢部市 富山県 
区   分 

決定初任給 決定初任給 

大学卒 172,200 円 178,800 円 一  般 

行 政 職 高校卒 140,100 円 144,500 円 

消 防 職 高校卒 151,500 円  
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（５）職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況（平成 23 年４月１日現在） 

経験年数

区分 
10 年以上 15 年未満 15 年以上 20 年未満 20 年以上 25 年未満

大学卒 264,300 円 311,000 円 347,900 円一 般 

行 政 職 高校卒         225,800 円    該当なし 該当なし 

消 防 職 高校卒 該当なし 該当なし 該当なし 

高校卒   該当なし 227,400 円 272,200 円技能労務 

職 中学卒 該当なし    該当なし     229,800 円

  ※ 経験年数とは、卒業後直ちに採用され引き続き勤務している場合は、採用後の年数を 

いうものです。 

 

（６）一般行政職の級別職員数の状況（平成 23 年４月１日現在） 

区 分 １級 ２級 ３級 ４級 ５級 ６級 ７級 

標準的な 

職務内容 

主事 

技師 

主事 

技師 
主任 主査 課長補佐 課長 

部長 

次長 

計 

人 人 人 人 人 人 人 人
職員数 

12 28 34 21 25 19 8 147 

％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％
構成比 

8.16 19.05 23.13 14.29 17.00  12.93 5.44 100 

  ※１ 小矢部市の給与条例に基づく給料表の級区分による職員数です。 

※２ 標準的な職務内容とは、それぞれの級に該当する代表的な職名です。 

 

（７）職員手当の状況 

区 分 小 矢 部 市 富  山  県 

(平成 22 年度支給割合) (平成 22 年度支給割合) 

 期末手当 勤勉手当  期末手当 勤勉手当 

6 月期 1.25 月分 0.70 月分 6 月期 1.25 月分 0.70 月分 

12 月期 1.35 月分 0.65 月分 12 月期 1.35 月分 0.65 月分 

計 2.60 月分 1.35 月分 計 2.60 月分 1.35 月分 

職制上の段階、職務の 職制上の段階、職務の 

期末手当 

勤勉手当 

級等による加算措置 
有 

級等による加算措置 
有 

  ※ 期末手当の月数は給料及び扶養手当を基礎とする月数をいい、勤勉手当の月数は給料を基礎

とする月数をいいます。 
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区 分 小 矢 部 市 富  山  県 

(平成 23 年４月１日支給率) (平成 23 年４月１日支給率) 

 自己都合 勧奨・定年  自己都合 勧奨・定年

勤続 20 年 23.5 月分 30.55 月分 勤続 20 年 23.5 月分 30.55 月分

勤続 25 年 33.5 月分 41.34 月分 勤続 25 年 33.5 月分 41.34 月分

勤続 35 年 47.5 月分 59.28 月分 勤続 35 年 47.5 月分 59.28 月分

最高限度額 59.28 月分 59.28 月分 最高限度額 59.28 月分 59.28 月分

その他加算措置 定年前早期退職特例

措置（２％～20％加算）

その他加算措置 定年前早期退職特例

措置（２％～20％加算）

 自己都合 勧奨その他

1人当たり 

退職手当 

平均支給額 
0 千円 23,510千円

 

※ 退職手当の 1人当たり平均支給額は、平成 22 年度に退職した全職種に係る職員に支給された

平均額です。 

 

区   分 全 職 種 

職員全体に占める手当支給職員の割合 23.4 ％ 

支給対象職員１人当たり平均支給年額 12,819 円 

手当の種類（手当数） 11 種類 

深夜勤務手当 
支給額の多い手当 

救急出動手当 

深夜勤務手当 

救急出動手当 

特殊勤務手当 

(平成 22 年度) 

代 表 的 な

手 当 の 

名 称 多くの職員に支給されている手当 

市税賦課徴収手当 

 

 

支 給 総 額 55,870 千円 
平成 22 年度 

職員１人当たり支給年額 284 千円 

支 給 総 額 51,798 千円 

時 間 外 

勤 務 手 当 
平成 21 年度 

職員１人当たり支給年額 201 千円 

   ※ 平成 22 年度職員１人当たり支給年額 

     ＝       平成 22 年度支給総額（普通会計） 

        平成 22 年４月１日職員数（管理職を除く普通会計職員） 
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（８）特別職の報酬等の状況                （平成 23 年４月１日現在） 

区    分 給料・報酬月額 区    分 22 年度支給割合 

市 長 830,000 円 市 長 

副市長 710,000 円 副市長 給 料 

教育長 610,000 円 教育長 

議 長 445,000 円 議 長 

副議長 390,000 円 副議長 報 酬 

議 員 360,000 円

期末手当 

議 員 

 

 

６月期 １．４５月分

１２月期 １．５０月分

  計  ２．９５月分

 

区 分 内     容 
県の制度

との異同
富山県の制度と異なる内容 

扶養 

手当 

 

(1)配偶者  13,000 円 

(2)配偶者以外 

 ①１人につき6,500円(職員に配偶者

がない場合は、そのうち１人につ

いて、11,000 円) 

 ②満 16 歳年度初めから満 22 歳年度

末までの間にある子１人につき、

5,000 円を加算 

異なる

〇県の制度 

 

(2)配偶者以外 

 

 

 

 ②満 16 歳年度初めから満 22 歳年度

末までの間にある子１人につき、

5,200 円を加算 

住居 

手当 

 

(1)借家等 

 ①家賃 23,000 円以下の場合 

  家賃－12,000 円 

 ②家賃 23,000 円を超える場合 

  11,000円＋(家賃－23,000円)／２

  (最高限度額 27,000 円) 

 

異なる

〇県の制度 

(1)借家等 

 ①家賃 20,000 円以下の場合 

  家賃－9,000 円 

 ②家賃 20,000 円を超える場合 

  11,000円＋(家賃－20,000円)／２

  (最高限度額 27,000 円) 

  

通勤 

手当 

 

(1)交通機関利用職員 

 6 箇月定期券等の価額による一括支給

全額支給限度額 １箇月当たり 55,000 円 

(2)交通用具使用職員 

 距離段階区分に応じ 2,000 円～24,500 円

異なる

〇県の制度 

(1)交通機関利用職員 

 6 箇月定期券等の価額による一括支給 

全額支給限度額 １箇月当たり 55,000 円 

(2)交通用具使用職員 

距離段階区分に応じ 2,600 円～35,000 円 

（平成 23 年４月１日現在）



－7－ 

３ 職員の勤務時間その他の勤務条件 

（１）勤務時間の状況 

   平成 23 年４月１日現在の勤務時間は原則として次の表のとおりです。 

勤 務 時 間  ８：３０～１７：１５ 

休 憩 時 間 １２：００～１３：００ 

    ※１ 公務の運営上の事情により特別な形態によって勤務する必要がある職員（各種施設、

消防本部等）は、上記以外の勤務時間の割振りによります。 

    ※２ 職員の健康及び福祉に重大な影響を及ぼすと認めるときその他職員に特別な事情があ

ると認めるときは、職員の申し出により、休憩時間を４５分以上１時間未満とすること

ができます。 

 

（２）休暇、休業制度の取得状況 

   職員の休暇、休業制度については、小矢部市職員の勤務時間、休暇等に関する条例、規則

に基づいて定められており、主な休暇、休業制度の状況は次のとおりです。 

平成 22 年の取得状況 
区 分 

休暇(休業)期間等 

（１年あたり） 市長部局等 消防本部 

年次休暇 ２０日 平均 6.0 日 平均 3.9 日 

夏季休暇 ５日以内 平均 3.5 日 平均 4.9 日 

ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ休暇 ５日以内 取 得 者 0 人 取 得 者 0 人 

子の看護休暇 ５日以内 取 得 者 1 人 取 得 者 0 人 

育児時間 １日を通じて９０分以内 取 得 者 0 人 取 得 者 0 人 

病気休暇 原則、３月以内 取 得 者 6 人 取 得 者 0 人 

介護休暇 ６月以内 取 得 者 0 人 取 得 者 0 人 

育児休業 
子が３歳に達する日まで

の期間 

取 得 者

 
2 人 取 得 者 0 人 

部分休業 

子が小学校就学の始期に

達するまでの期間で、始

業時又は終業時、１日を

通じて２時間以内 

取 得者

 
1 人 取 得 者 0 人 

育児短時間 

勤 務 

子が小学校就学の始期に

達するまでの期間で、希

望する勤務形態を選択 

取 得 者 0 人 取 得 者 0 人 

自己啓発等 

休 業 

在職期間、勤務成績等の

条件を満たす職員で、３

年以内 

取 得者 0 人 取 得者 0 人 
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４ 職員の分限及び懲戒処分の状況 

（１）分限処分の状況 

   平成 22 年度の分限処分の状況は、次の表のとおりです。 

区 分 降 任 免 職 休 職 降 級 合 計 

市長部局等 ０人 ０人 ０人 ０人 ０人 

消防本部 ０人 ０人 ０人 ０人 ０人 

合 計 ０人 ０人 ０人 ０人 ０人 

   ※ 分限処分とは、公務の能率の維持及びその適正な運営の確保の目的から、職員がその職責

を十分に果たすことができない場合に行われる、職員の意に反する不利益な身分上の変動

をもたらす処分のことをいいます。 

 

（２）懲戒処分の状況 

平成 22 年度の懲戒処分の状況は、次の表のとおりです。 

 区 分 戒 告 減 給 停 職 免 職 合 計 

市長部局等 ０人 ０人 ０人 ０人 ０人 

消防本部 ０人 １人 ０人 ０人 １人 

合 計 ０人 １人 ０人 ０人 １人 

   ※ 懲戒処分とは、公務における規律と秩序を維持する目的から、職務上の義務違反など、公

務員としてふさわしくない非行がある場合に行われる処分のことをいいます。 

 

５ 職員の服務の状況 

（１）職務専念義務免除の状況 

   平成 22 年度の職務専念義務免除の状況は、次の表のとおりです。 

免 除 の 事 由 承認件数 

研修を受ける場合 0 件 

厚生に関する計画の実施に参加する場合 5 件 

その他任命権者が特に必要と認める場合 38 件 

合    計 43 件 

   ※ 市職員は、法律又は条例に特別の定めがある場合を除き、その勤務時間中において、職務

に専念する義務がありますが（地方公務員法第 35 条）、合理的な理由がある場合は、限定

的にその免除が認められています。 
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（２）営利企業等従事許可の状況 

   平成 22 年度の営利企業等従事許可の状況は、次の表のとおりです。 

許 可 の 基 準 許可件数 

次のいずれにも該当しないと認める場合 

①その職員の職と当該営利企業との間に特別な利

害関係又はその発生のおそれがある場合 

②職務の遂行に支障を及ぼすおそれがある場合 

③その他公務員として適当でないと認められる場合

７７件 

   ※ 市職員は、任命権者の許可を受けなければ、営利を目的とする私企業を営むことを目的と

する会社その他の団体の役員その他人事委員会規則で定める地位を兼ね、若しくは自ら営利

を目的とする私企業を営み、又は報酬を得ていかなる事業若しくは事務にも従事してはなら

ない（地方公務員法第 38 条）とされており、上の表の基準を満たしている場合に、例外的

に許可を受けることができます。 

６ 職員の研修の状況 

  平成 22 年度の職員の研修の状況については、次の表のとおりです。 

 市長部局等 

区分 研修名 修了者数 開催期間 

現任課長研修 5 2 日間 

新任所属長研修 3 2 日間 

新任主幹研修 8 2 日間 

メンタルヘルス研修（管理職員） 32 2 時間 

現任係長研修 5 3 日間 

新任係長研修 12 2 日間 

人事評価者研修 90 3 時間 

中堅職員継続課程研修 4 2 日間 

中堅職員基礎課程研修 4 2 日間 

法制執務研修 4 2 日間 

初級職員研修 8 通年 

新任職員研修 11 2 日間 

新任職員研修【前期】 9 4 日間 

一般研修（階層別研修） 

新任職員研修【後期】 9 3 日間 

 

区分 研修名 修了者数 開催期間 

人権啓発研修 32 1.5 時間 

接遇研修 252 1.5 時間 

一般研修（専門研修） 

創造性開発研修 2 2 日間 



－10－ 

タイムマネジメント研修 4 1 日間 

ロジカルシンキング研修 4 1 日間 

企画力･プレゼンテーション研修 2 2 日間 

公会計制度実務研修 2 1 日間 

パソコン研修 

(Access･Excel･Power Point) 
8 1 日間 

 技術職員研修 9 2 時間 

 

区分 派遣機関、研修名等 修了者数 開催期間

自治大学校 第２部課程第 160 期 1 46 日間 

公開講座 1 1 日間 

自治体経営改革Ⅰ新たな経営手法と人件費

改革 
1 4 日間 

固定資産税課税事務（家屋） 1 8 日間 

財政運営 

～変革期の自治体財政運営～ 
1 8 日間 

市町村職員中央研修所 

（市町村アカデミー） 

議会事務 

～分権時代の議会運営～ 
1 6 日間 

金沢市職員研修所 異業種交流研修 1 2 日間 

全国保育士会第 24 期主任保育士特別講座 1 通年 (福)全国社会福祉協議

会 社会福祉主事資格認定通信課程 1 通年 

北海道滝川市・三笠市 1 3 日間 

埼玉県宮代町、神奈川県藤沢市、東京都府

中市 
1 3 日間 

山口県防府市、香川県坂出市 1 2 日間 

行政視察研修 

千葉県船橋市、福島県白河市 2 2 日間 

ブロック別徴収事務研修 1 3 日間 

東海北陸ブロック保健師等研修会 1 3 日間 

第 39 回全国消防救助技術大会視察 1 2 日間 

全国消防長会東近畿支部警防業務研究会 1 1 日間 

東海北陸近畿地区母子保健事業研修会 1 1 日間 

人事評価制度セミナーin大阪 1 1 日間 

第 32 回全国地域保健師学術研究会 4 2 日間 

派遣研修 

特別派遣研修 

（チャレンジ研修） 

保健師管理者能力育成研修 1 3 日間 
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７ 職員の福祉及び利益の保護の状況 

（１）職員の安全衛生関係及び利益の保護の状況 

   労働安全衛生法に基づき、各種健康診断を実施しています。 

○ 健康診断実施状況 

・平成 22 年度 決算額 １，５５４千円  

健康診断名称 対象者 実績等 

定 期 健 康 診 断 全職員 ３６０人 

特 殊 健 康 診 断 石綿取扱作業者（前任者含む） ７人 

 

 ○メンタルヘルス対策、過重労働による健康障害防止対策 

  ・平成 22 年度 決算額  ６３千円 

区分 内容 実績等 

メ ン タ ル ヘ ル ス 

研 修 
管理職対象（講師：産業カウンセラー） 32 人 

（２）厚生制度 

  職員の勤務能率の向上や元気回復などを目的として、職員の掛金と公費によって運営する

互助会が主体となって厚生事業を行っています。 

○小矢部市職員互助会による職員に対する厚生事業 

  ・平成 22 年度 決算額    ４，５２９千円（公費負担率 14.38％） 

  ・一人あたりの公費補助額  ２，１４０円 

  ・補助金決算額       ６５３千円 

  ・会員掛金         給料月額 × ０．２％ × １２月 

 

 ・会員掛金と公費補助で運営している事業 

事業名称 事業概要 内容 実 績 

健康体操 １ 人 あ た り  １，９８１円(実績) １０６人
健康増進事業 

メンタルヘルス対策 １ 人 あ た り  １，５７５円(実績) ２８１名

 

 ・会員掛金のみで運営している事業 

事業名称 事業概要、対象者 内 容 実 績 

結婚祝金 結婚した者 ５０，０００円 ５人

出産祝金 出産した者（妻が出産した者含） ３０，０００円 ７人

香典 同居の家族等が死亡した者 １０，０００円 ２１人

病気花輪見舞金 １週間以上の入院等のとき １０，０００円 ４人

退職記念品 退職者 ギフトカード  別途

計算 

６０人

永年勤続記念品 勤続３０年及び２０年の者 ギフトカード   １６人



－12－ 

 

 

（３）共済制度 

  職員の共済組合制度は、地方公務員等共済法に基づき、組合員（職員）とその家族の生活

の安定と福祉の向上を図り、職務の能率的運営に資することを目的として富山県市町村職員

共済組合が事業を実施しています。 

 

○共済組合の事業 

  ・共済組合には、法令に基づき、負担金として、平成 21 年度負担金 ３４８，３８０千円

支出しています。 

短期給付事業…組合員とその家族の病気・けが・出産に対して必要な給付を行うもの。

長期給付事業…組合員の退職・障害又は死亡に対して年金又は一時金の給付を行うも

の。 

福祉事業  …組合員とその家族の健康の保持増進事業、保養施設の運営、住宅資金の

貸付けなどを行うもの。 

 

 

 

８ 勤務条件に関する措置の状況 

   なし 

 

 

９ 不利益処分に関する不服申立ての状況 

   なし 

 

    

３０年：５万円  

３０年：３万円  

クラブ活動助成金 クラブ活動の運営助成 別途計算 ８クラブ

人間ドック助成金 人間ドック利用者 ５，０００円限度 １９人

通信教育助成金 通信教育修了者 ３，０００円 ６人


